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二

0
0
八
年
十
月
、
上
海
古
籍
出
版
社
よ
り
馬
承
源
主
編
『
上

海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
七
）
』
が
刊
行
さ
れ
、
日
本
に
は
二
〇

0
九
年
一
月
に
輸
入
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国

楚
竹
書
』
は
、
二

0
0
一
年
十
一
月
に
第
一
分
冊
、
二

0
0
二
年

十
二
月
に
第
二
分
冊
、
二

0
0
四
年
三
月
に
第
三
分
冊
、
二

0
0

四
年
十
二
月
に
第
四
分
冊
、
二

0
0
五
年
十
二
月
に
第
五
分
冊
、

二

0
0
七
年
七
月
に
第
六
分
冊
が
刊
行
さ
れ
た
。
本
書
は
、
そ
の

続
編
の
第
七
分
冊
に
当
た
る
。

こ
の
第
七
分
冊
に
は
、
『
武
王
践
昨
』
、
『
鄭
子
家
喪
』
（
甲
本
・
乙

本
）
、
『
君
人
者
何
必
安
哉
』
（
甲
本
・
乙
本
）
、
『
凡
物
流
形
』
（
甲

本
・
乙
本
）
、
『
呉
命
』
の
五
篇
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
は
、
そ
の
速
報
で
あ
る
。
以
下
の
二
点
に
つ
い
て
(
-
)

と
し
て
報
告
す
る
。
ま
ず
、
原
釈
文
者
に
よ
る
「
説
明
」
と
「
釈

は
じ
め
に 『

上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書

中
国
研
究
集
刊
麗
号
（
総
四
十
八
号
）
平
成
二
十
一
年
六
月
一
四
九
ー

六

頁

上
博
楚
簡
（
七
）
形
制

覧

文
考
釈
」
と
に
基
づ
き
、
第
七
分
冊
全
体
の
形
制
一
覧
を
掲
載
す

る
。
次
に
、
第
七
分
冊
所
収
文
献
の
う
ち
、
『
武
王
践
昨
』
『
鄭
子

家
喪
』
の
二
篇
を
取
り
上
げ
、
そ
の
概
要
を
記
す
。

形

制

覧

(

-

五

0
頁
参
照
）
は
、
馬
承
源
主
編
『
上
海
博
物

館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
七
）
』
の
原
釈
文
者
に
よ
る
「
説
明
」
に
基
づ

き
作
成
し
、
各
文
献
ご
と
に
、
竹
簡
の
枚
数
、
簡
長
、
編
綾
、
契

ロ
、
簡
端
、
完
整
簡
（
完
簡
・
整
簡
）
、
残
簡
、
字
数
、
篇
題
、
備
考

を
記
し
た
。

【
補
足
】

(
1
)
表
中
の
「

No
」
は
、
『
中
国
研
究
集
刊
』
第
三
十
八
号
（
別

冊
特
集
『
戦
国
楚
簡
研
究
2
0

0

 5
』
、
二

0
0
五
年
十
二

（

七

）

』

所
収
文
献
概
要
(
-
)

金
城
未
来

竹

村

渉

(149) 



上
博

楚
簡

（
七

）
形

制
一

覧
表

No. 
腫

名
称

枚数
簡

長
編

餞
契日

簡
端

完整簡
残価

字数
篇

題
備

考
(cm) 

浣
筒
・
整
簡
）

38 
七

武
王

践
昨

15 
43.7 

ー
道

平
斉

15 
491 

第
十
簡
と
第
十
一
簡
と
の
間
に
脱
簡
が

ある。

3
9
 
七

鄭
子

家
喪

甲
7

3
3

.1
~

3
3

.2
 
両

道
右

平
斉

7
 

235 
乙
本
第
五
簡
は
完
簡
と
さ
れ
る
が
、
回

(
7
・
0
)
 

版
を
参
照
す
る
と
、
第
五
簡
上
饂
に
欠

乙
7

47.5 
両

道
右

平
斉

I
 

6
 

2
1
4
 

損
が
確
認
で
き
、
第
五
簡
上
饂
に
も
う

(
I
・
0
)
 

一
字
分
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

4
0
 
七

君
人

者
何

必
安

哉
甲

9
3

3
.2

~
3

3
.9

 
両

道
右

平
斉

，
 

241 
(
9
・
0
)
 

乙
9

3
3

.5
~

3
3

.7
 
両

道
右

平
斉

5
 

4
 

2
3
7
 

(
3
・
2
)
 

41 
七

凡
物

流
形

甲
3
0
 

3
2

.2
~

3
3

.6
 
両

道
平

斉
23 

7
 

846 
甲
本
第
三
簡
背
面

乙
本
は
残
欠
が
酷
く
、
残
簡
を
綴
合
し

(
2
3
・
0
)
 

「
凡
物
流
形
」

た
も
の
が
多
い
。
ま
た
、
乙
本
は
原
恨

乙
2
2
 

3
9

.4
~

4
0

.1
 
三

道
平

斉
5
 

17 
601 

文
I!)
「
説
明
」
に
お
い
て
「
二
十
一
簡

j

(
2
・
3
)
 

と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
は
二
十

二
簡
あ
る
。

4
2
 
七

呉
命

，
 約
52

二
道

平
斉

I
 

8
 

375 
第
三
簡
背
面

原
釈
文
の
「
説
明

j
に
お
い
て
、
第
九

(
1
・
O
)
 

「呉命」
簡
は
完
簡
と
さ
れ
る
が
、
絞
く
各
簡
の

解指
説
で
は
、
第
九
簡

IJ)下
部
に
残
欠
が

摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
簡
長
約

52
cm
と
は
現
存
す
る
竹
簡
の
最
長
簡
（
第

九簡
51.1

cm)
か
ら
、
原
訳
文
者
が

推
測
し
た
完
簡
の
長
さ
を
示
す
。

(09l) 



月
）
掲
載
の
「
上
博
楚
簡
形
制
一
覧
表
」
、
『
中
国
研
究
集

刊
』
第
四
十
号
（
二

0
0
六
年
六
月
）
掲
載
の
「
上
博
楚

簡
（
五
）
形
制
一
覧
表
」
、
『
中
国
研
究
集
刊
』
第
四
十
四

号
（
二

0
0
七
年
十
二
月
）
掲
載
の
「
上
博
楚
簡
（
六
）

形
制
一
覧
表
」
か
ら
の
連
番
で
あ
る
。

(
2
)
完
簡
と
整
簡
と
の
区
別
に
つ
い
て
は
、
『
中
国
研
究
集
刊
』

第
三
十
八
号
掲
載
の
「
書
誌
情
報
用
語
解
説
（
二
）
」
に
お

い
て
、
「
も
と
も
と
完
全
な
形
を
保
っ
て
い
る
竹
簡
を
「
完

簡
」
、
接
合
し
て
文
字
の
欠
落
が
無
い
と
し
た
竹
簡
を
「
整

簡
」
」
と
定
義
し
て
い
る
。
本
表
も
こ
れ
に
従
う
。

(
3
)

原
釈
文
者
が
「
完
簡
」
と
し
て
い
る
場
合
で
も
、
実
際
に

は
欠
損
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
が
、
今
回
は
原
釈
文
者
の

記
載
に
従
っ
た
。
そ
の
点
に
関
し
て
は
、
備
考
に
記
し
て

い
る
。

(
4
)
表
中
の
「
簡
長
」
と
は
、
基
本
的
に
完
簡
の
長
さ
を
示
し

て
い
る
が
、
す
べ
て
残
簡
の
場
合
は
、
最
長
簡
の
長
さ
を

記
し
て
い
る
。

二
上
博
楚
簡
（
七
）
所
収
文
献
概
要
（
一
）

[
凡
例
]

(
1
)
書
誌
情
報
…
…
原
釈
文
者
、
篇
題
の
有
無
、
竹
簡
の
状
態
、

総
字
数
、
標
号
な
ど
、
書
誌
情
報
を
掲
載
す
る
。
ま
た
、

竹
簡
の
状
態
を
各
々
図
示
す
る
。

(
2
)
概
要
…
…
第
七
分
冊
所
収
文
献
の
う
ち
、
『
武
王
践
昨
』
『
知

子
家
喪
』
の
内
容
に
つ
い
て
概
説
す
る
。
そ
の
際
、
原
釈

文
者
の
解
釈
に
加
え
、
ネ
ッ
ト
上
で
発
表
さ
れ
た
論
文
・

札
記
な
ど
の
諸
説
も
参
考
に
し
て
い
る
。
論
文
・
札
記
な

ど
に
つ
い
て
は
、

(
4
)
参
考
文
献
を
参
照
。

(
3
)
補
足
・
そ
の
他
…
…
概
要
執
筆
者
に
よ
る
補
足
、
及
び
現

時
点
（
二

0
0
九
年
三
月
現
在
）
で
の
私
見
な
ど
を
記
載

す
る
。な

お
、
書
誌
情
報
に
関
す
る
専
門
用
語
は
、
『
中
国
研
究

集
刊
』
第
三
十
三
号
（
別
冊
特
集
『
新
出
土
資
料
と
中
国

思
想
史
』
、
二

0
0
三
年
六
月
）
掲
載
の
「
書
誌
情
報
用
語

解
説
」
、
及
び
『
中
国
研
究
集
刊
』
第
三
十
八
号
掲
載
の
「
書

誌
情
報
用
語
解
説
（
二
）
」
を
参
考
に
し
た
。

(
4
)

参
考
文
献
…
・
:
『
武
王
践
昨
』
『
鄭
子
家
喪
』
に
つ
い
て
は
、

原
釈
文
に
対
し
て
す
で
に
数
々
の
異
説
が
提
示
さ
れ
て
い

る
。
こ
こ
で
は
二

0
0
九
年
三
月
ま
で
に
、
ネ
ッ
ト
上
で

発
表
さ
れ
た
論
文
・
札
記
類
を
、
参
考
文
献
と
し
て
掲
載

す
る
。

（
金
城
未
来
）

(151) 



『
武
王
践
昨
』
（
ぶ
お
う
せ
ん
そ
）

(
1
)

書
誌
情
報

原
釈
文
者
は
陳
侃
芥
氏
。
篇
題
は
な
く
、
『
大
戴
礼
記
』
武
王
践

昨
篇
（
以
下
、
現
行
本
と
表
記
）
と
多
く
重
複
す
る
こ
と
か
ら
、

『
武
王
践
昨
』
と
名
付
け
ら
れ
た
。
た
だ
し
、
現
行
本
の
篇
名
は
、

冒
頭
句
「
武
王
践
昨
」
か
ら
取
ら
れ
て
い
る
が
、
上
博
楚
簡
『
武

王
践
昨
』
（
以
下
、
本
篇
と
表
記
）
は
「
武
王
問
師
尚
父
」
か
ら
始

ま
り
、
「
武
王
践
昨
」
の
語
句
は
見
ら
れ
な
い
。

全
十
五
簡
で
、
全
て
残
簡
。
第
一
簡
か
ら
第
十
簡
（
以
下
、
前

半
部
分
と
表
記
）
、
第
十
一
簡
か
ら
第
十
五
簡
（
以
下
、
後
半
部
分

と
表
記
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
連
続
し
て
読
め
る
が
、
第
十
簡
と
第
十

一
簡
と
の
間
に
は
、
文
意
の
明
ら
か
な
断
絶
が
あ
る
た
め
、
脱
簡

が
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

前
半
部
分
は
、
重
要
な
語
句
や
話
の
流
れ
な
ど
、
現
行
本
と
一

致
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
し
か
し
、
後
半
部
分
は
、
現
行
本
と
部

分
的
に
合
致
す
る
箇
所
も
あ
る
が
、
重
要
と
思
わ
れ
る
語
句
に
異

同
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
武
王
が
銘
を
刻
む
場
面
も
記
さ
れ
て
お

ら
ず
、
現
行
本
と
一
致
す
る
内
容
と
は
言
い
難
い
。

な
お
、
陳
侃
芥
氏
の
「
釈
文
考
釈
」
で
は
、
末
尾
に
本
篇
と
現

行
本
（
『
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
所
収
本
）
と
を
対
照
し
た
表
が
付
さ

れ
て
い
る
。

最
長
簡

編
餞
は
三
道
。
右
契
口
。
各
簡
上
端
部
分
が
残
欠
し
て
い
る
が
、

下
端
に
よ
り
、
簡
端
は
平
斉
と
分
か
る
。
現
存
文
字
数
は
四
百
九

十
一
字
（
重
文
八
）
。
各
簡
の
簡
長
に
大
差
は
な
い
が
、
字
数
は
二

十
八
字
か
ら
三
十
八
字
と
や
や
幅
が
あ
る
（
表
1
参
照
）
。
第
十
三

簡
か
ら
第
十
五
簡
に
は
、
墨
釘
が
多
く
見
ら
れ
る
。
第
十
五
簡
に

墨
鈎
と
留
白
と
が
あ
り
、
篇
末
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

（表
1
)
簡
長
と
文
字
数

1
8
.
 1
 

S
 
2
0
.
 3
c
m
 

2
0
.
 
4~21. 

3
c
m
 

4
3
.
 7
c
m
 

2. 5-2. 7cm 

簡数 簡長(cm) 文字数

第一簡 42.3 32 

第二簡 42.4 33 

第三簡 42.6 34 

第四簡 43.7 30 

第五簡 42.4 33 

第六簡 42.3 35 

第七簡 42.9 34 

第八簡 41 6 34 

第九簡 42.3 31 

第十簡 42.4 28 

第十一簡 42.8 38 

第十二簡 42.9 36 

第十三簡 42.8 32 

第十四簡 42.9 32 

第十五簡 43.0 29 

(152) 



陳
侃
芥
氏
の
竹
簡
の
排
列
に
関
し
て
、
現
時
点
で
異
説
は
提
示

さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
前
半
部
分
と
後
半
部
分
と
を
連
続
す

る
一
篇
と
見
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
意
見
が
分
か
れ
て
い
る

(（
3
)

「
前
半
部
分
と
後
半
部
分
と
の
分
割
」
を
参
照
）
。

(
2
)
概
要

瀧
の
銘
文
が
書
か
れ
た
第
十
簡
の
末
尾
は
、
「
母
」
と
い
う
語
で

終
わ
っ
て
お
り
、
文
の
途
中
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
し

か
し
、
第
十
一
簡
の
冒
頭
で
は
、
新
た
に
武
王
と
太
公
望
と
の
問

答
が
始
ま
っ
て
お
り
、
第
十
簡
と
第
十
一
簡
と
の
間
に
は
、
脱
簡

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
以
下
、
前
半
部
分
と
後
半
部
分

と
に
区
分
し
て
説
明
す
る
。

前
半
部
分
は
、
武
王
が
師
尚
父
に
「
黄
帝
・
顕
瑣
•
尭
·
舜
の

道
」
は
今
も
存
在
す
る
の
か
を
問
う
場
面
か
ら
始
ま
る
。

師
尚
父
は
武
王
の
問
い
に
対
し
て
、
そ
れ
は
丹
書
に
記
さ
れ
て

お
り
、
見
る
た
め
に
は
斎
戒
が
必
要
だ
と
説
く
。

こ
れ
を
聞
い
た
武
王
は
、
三
日
間
斎
戒
し
た
後
、
正
装
し
て
南

面
し
た
。
し
か
し
師
尚
父
が
、
「
先
王
の
言
葉
が
記
さ
れ
て
い
る
丹

書
は
、
決
し
て
北
面
し
な
い
も
の
だ
」
と
諌
め
た
た
め
、
武
王
は

一
旦
西
に
向
か
っ
て
か
ら
南
に
曲
が
り
、
丹
書
に
対
し
て
東
面
し

た。

武
王
が
東
面
し
た
後
、
師
尚
父
は
、
「
怠
が
義
（
敬
）
に
勝
て
ば

国
は
喪
び
、
義
（
敬
）
が
怠
に
勝
て
ば
国
は
長
じ
、
義
が
欲
に
勝

て
ば
民
は
従
い
、
欲
が
義
に
勝
て
ば
兇
で
あ
る
。
仁
に
よ
っ
て
国

を
得
て
、
仁
に
よ
っ
て
そ
れ
を
守
れ
ば
、
そ
の
国
の
命
運
は
百
世

ま
で
も
続
く
。
不
仁
に
よ
っ
て
国
を
得
て
、
仁
に
よ
っ
て
そ
れ
を

守
れ
ば
、
そ
の
国
の
命
運
は
十
世
ほ
ど
で
あ
る
。
不
仁
に
よ
っ
て

国
を
得
て
、
不
仁
に
よ
っ
て
そ
れ
を
守
れ
ば
、
自
分
一
代
限
り
で

あ
る
」
と
丹
書
の
言
葉
を
述
べ
た
。

そ
れ
を
聞
い
た
武
王
は
恐
憚
し
、
席
の
四
隅
、
机
、
鑑
、
盤
、

檻
、
枝
、
澗
に
戒
め
の
言
葉
を
銘
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
例
え
ば
、

鑑
の
銘
に
は
「
そ
の
前
を
見
る
な
ら
、
必
ず
後
も
考
慮
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
、
盤
の
銘
に
は
「
人
に
溺
れ
る
ぐ
ら
い
な
ら
、
む
し

ろ
淵
に
溺
れ
た
方
が
よ
い
。
淵
に
溺
れ
て
も
泳
ぐ
こ
と
は
出
来
る

が
、
人
に
溺
れ
て
は
、
救
う
こ
と
は
出
来
な
い
」
と
い
う
よ
う
に
、

各
器
物
か
ら
連
想
さ
れ
る
教
訓
で
あ
る
。

後
半
部
分
は
、
武
王
が
太
公
望
に
「
十
句
に
満
た
な
い
程
の
短

い
言
葉
で
表
さ
れ
る
、
百
世
ま
で
も
長
く
国
を
失
わ
な
い
で
い
ら

れ
る
道
」
は
存
在
す
る
の
か
を
問
う
場
面
か
ら
始
ま
る
。

太
公
望
は
武
王
の
問
い
に
対
し
て
、
そ
の
道
は
存
在
す
る
、
と

答
え
た
。
続
い
て
武
王
が
そ
の
道
を
知
ろ
う
と
す
る
と
、
自
分
は

臣
下
で
あ
っ
て
も
、
丹
書
の
言
葉
は
聖
人
の
言
葉
で
あ
る
か
ら
、

そ
れ
を
言
う
に
は
斎
戒
が
必
要
だ
と
説
く
。
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こ
れ
を
聞
い
た
武
王
が
七
日
間
斎
戒
し
た
後
、
太
公
望
は
丹
書

を
恭
し
く
持
っ
て
来
朝
し
た
。
そ
し
て
、
太
公
望
が
南
面
し
、
武

王
が
北
面
す
る
と
、
再
び
武
王
は
質
問
し
た
。

武
王
が
質
問
す
る
と
、
太
公
望
は
、
「
志
が
欲
に
勝
て
ば
国
は
昌

え
、
欲
が
志
に
勝
て
ば
国
は
喪
び
、
志
が
欲
に
勝
て
ば
民
は
従
い
、

欲
が
志
に
勝
て
ば
兇
で
あ
る
。
敬
が
怠
に
勝
て
ば
吉
で
あ
り
、
怠

が
敬
に
勝
て
ば
国
は
滅
ぶ
。
不
敬
で
あ
れ
ば
定
ま
ら
な
い
。
強
め

な
け
れ
ば
曲
が
る
。
曲
が
る
者
は
敗
れ
て
、
敬
う
者
は
万
世
ま
で

も
続
く
。
民
を
逆
ら
わ
ず
に
従
順
に
さ
せ
る
に
は
、
民
の
話
を
聴

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
丹
書
の
言
葉
を
述
べ
た
。

(
3
)
補
足
•
そ
の
他

●
前
半
部
分
と
後
半
部
分
と
の
分
割

本
篇
を
、
陳
侃
芥
氏
は
一
篇
と
し
て
い
る
が
、
復
旦
大
学
出
土

文
献
与
古
文
字
研
究
中
心
研
究
生
読
書
会
や
劉
秋
瑞
氏
は
別
の
篇

と
し
て
い
る
。

そ
の
理
由
と
し
て
は
、
主
に
以
下
の
四
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

A

：
字
体
が
前
半
部
分
と
後
半
部
分
と
で
異
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
同
一
の
字
を
記
す
際
に
、
用
い
る
字
も
異
な
っ

て
い
る
。
例
え
ば
、
「
欲
」
を
前
半
部
分
で
は
「
谷
」
、

後
半
部
分
で
は
「
欲
」
で
表
記
し
て
い
る
。

B
：
太
公
望
と
い
う
人
名
に
つ
い
て
、
前
半
部
分
で
は

面

後
半
部
分
で
は

「
太
公
望
」

尚
父
」
と
記
さ
れ
、

さ
れ
て
い
る
。

C
・
・
叙
述
方
法
が
、
前
半
部
分
は
詳
細
な
の
に
対
し
、

部
分
で
は
簡
易
で
あ
る
。

D
：
竹
簡
が
、
前
半
部
分
の
方
が
後
半
部
分
よ
り
長
い

こ
の
中
に
は
疑
問
が
残
る
も
の
も
あ
る
。
C
は
、
前
半
部
分
で

似
た
よ
う
な
こ
と
を
述
べ
た
た
め
、
後
半
部
分
で
は
省
略
し
た
、

と
い
う
こ
と
が
考
え
得
る
。
ま
た

D
は
、
前
半
部
分
の
竹
簡
の
長

さ
が
、
四
一
．
六

Cm
か
ら
四
三
．
七

cm
な
の
に
対
し
、
後
半
部
分

の
竹
簡
の
長
さ
が
、
四
二
．
八

cm
か
ら
四
三
．

o
c
m
と
、
前
半
部

分
の
竹
簡
に
も
、
後
半
部
分
の
も
の
よ
り
短
い
も
の
は
あ
る
（
表

1
参
照
）
。

し
か
し
、
A
や
B
は
注
目
す
べ
き
指
摘
で
あ
る
。
上
博
楚
簡
（
五
）

所
収
の
『
競
建
内
之
』
と
『
飽
叔
牙
与
隅
朋
之
諌
』
と
の
よ
う
に
、

書
写
者
が
異
な
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
一
文
献
と
見
な
さ
れ
る

篇
も
あ
る
が
、
書
写
者
の
違
い
に
よ
っ
て
、
人
名
の
表
記
が
変
わ

っ
た
例
は
、
上
博
楚
簡
中
に
は
見
ら
れ
な
い
。

コ
と――
_-P

後
半

●
黄
帝
・
類
項
・
尭
．
舜
之
道

第
一
簡
の
「
黄
帝
・
類
瑣
・
寿
ギ
・
舜
之
道
」
の
箇
所
に
つ
い
て

は
、
現
行
本
で
は
、
「
黄
帝
・
顕
瑣
之
道
」
の
よ
う
に
、
「
黄
帝
」

と
「
類
項
」
と
を
並
記
す
る
も
の
や
、
「
帝
類
項
之
道
」
の
よ
う
に
、
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上博楚簡 現行本

席の四隅 席の四隅

机 机

鑑 鑑

盤 盟盤

檻 櫓

枝（尼？） 枝

帯

履履

胆豆

戸

澗 澗

剣

弓

矛

の
み
を
掲
げ
る
も
の
な
ど
、

「
顕
瑣
」

在
す
る
。

こ
の
点
は
緞
論
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
が
、
本
篇
の
発
見
に
よ

っ
て
、
「
黄
帝
」
を
含
む
も
の
が
よ
り
古
い
形
で
あ
っ
た
こ
と
が
判

明
し
た
。

な
お
、
本
篇
は
、
「
尭
」
・
「
舜
」
の
名
も
列
挙
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
点
は
現
行
本
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。

（
表
2
)
銘
し
た
器
物
＿
覧

テ
キ
ス
ト
間
で
異
同
が
存

武
王
が
銘
し
た
器
物
が
異
な
っ
て
い

●
器
物
と
そ
の
銘
文

現
行
本
と
本
篇
と
で
は
、

る
（
表

2
参
照
）
。

た
だ
し
、
間
の
銘
文
が
書
か
れ
た
第
十
簡
以
降
は
、
脱
簡
が
疑

わ
れ
て
お
り
、
現
行
本
と
一
致
す
る
器
物
が
、
そ
こ
に
記
さ
れ
て

い
た
可
能
性
も
あ
る
。

器
物
に
刻
ま
れ
た
銘
文
は
、
本
篇
と
現
行
本
と
で
、
お
お
よ
そ

同
じ
内
容
で
あ
る
。

し
か
し
、
本
篇
の
澗
の
銘
（
位
は
得
難
く
し
て
失
い
易
く
、
士

は
得
難
く
し
て
外
な
り
易
し
。
勤
む
る
母
く
志
さ
ず
、
余
之
を
知

れ
と
日
う
）
と
類
似
す
る
の
は
、
現
行
本
の
戸
の
銘
（
夫
れ
名
は

つ
つ
し

得
難
く
し
て
失
い
易
し
。
懃
む
無
く
志
さ
ず
し
て
、
我
之
を
知
れ

と
日
う
か
。
懃
む
無
く
及
ば
ず
し
て
、
我
れ
之
を
杖
つ
と
日
う
か
。

擾
阻
し
て
以
て
之
を
泥
む
。
風
将
に
至
ら
ん
と
す
る
が
若
け
れ
ば
、

必
ず
先
ず
揺
揺
た
り
。
聖
人
有
る
と
雖
も
、
謀
を
為
す
能
わ
ざ
る

な
り
）
で
あ
り
、
澗
の
銘
（
天
の
時
に
随
い
、
地
の
財
を
以
て
し
、

敬
し
て
皇
天
を
祀
り
、
敬
し
て
以
て
時
に
先
だ
っ
）
と
は
異
な
っ

て
い
る
。

●
丹
書
の
言
葉

現
行
本
の
丹
書
部
分
の
文
が
、
本
篇
で
は
、
前
半
部
分
と
後
半

部
分
と
の
そ
れ
ぞ
れ
に
、
一
部
分
記
さ
れ
て
い
る
（
表
3
参
照
）
。

（
表
3
)
丹
書
部
分
の
比
較

※
原
釈
文
者
の
対
照
表
に
従
い
、
現
行
本
の
文
章
は
『
文
淵
閣
四
庫
全

書
』
所
収
本
を
使
用
し
た
。
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敬
勝
怠
者
強
、

怠
勝
敬
者
亡
。

義
勝
欲
者
従
、

欲
勝
義
者
凶
。

現
行
本

使
民
不
逆
而
順
成
、

百
姓
之
為
聴
。

上
博
楚
簡
『
武
王
践
昨
』
上
博
楚
簡
『
武
王
践
昨
』

前

半

部

分

後

半

部

分

怠
勝
義
（
敬
）
則
喪
、
志
勝
欲
則
利
、

義
（
敬
）
勝
怠
則
長
。
欲
勝
志
則
喪
゜

義
勝
欲
則
従
、
志
勝
欲
則
従
、

欲
勝
義
則
兇
。
欲
勝
志
則
兇
。

敬
勝
怠
則
吉
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怠
勝
敬
則
滅
。

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

 

不
敬
則
不
定
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力
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敬
者
万
世
。
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小
記
二
則
」
（
二
O
O
九
年

月
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●
簡
吊
研
究

(
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
j
i
a
n
b
o
.
o
r
g
/
)

•
李
鋭
「
《
武
王
践
昨
》
研
讀
」
（
二0
0
九
年
一
月

一日）（
竹
村
渉
）

六
日
）

•
陳
志
向
「
《
上
博
（
七
）
・
武
王
践
昨
》
音
讀
」
（
二
O
O
九

一
月
八
日
）

•
劉
秋
瑞
「
再
論
《
武
王
践
昨
》
是
雨
個
版
本
」
（
二
0
0
九
年

月
八
日
）

•
高
佑
仁
「
也
談
《
武
王
践
昨
》
簡

1

之
「
微
喪
」
」
（
二0
0
九

年
一
月
十
三
日
）

•
楊
澤
生
「
《
上
博
七
》
補
説
」
（
二O
O
九
年
一
月
十
四
日
）

•
趙
平
安
「
《
武
王
践
昨
》
”
曼
”
字
補
」
（
二0
0
九
年
一
月
十

五
日
）

．
侯
乃
峰
「
上
博
（
七
）
字
詞
雑
記
六
則
」
（
二

0
0
九
年
一
月
十

六
日
）

•
劉
信
芳
「
《
上
博
蔵
（
七
）
》
試
説
（
之
三
）
」
（
二00
九
年
一

月
十
八
日
）

•
小
龍
「
論
《
武
王
践
昨
》
之
心
―
平
”
應
為
コ
万
集
”
」
（
二0
0

九
年
三
月
十
九
日
）

・
許
文
献
「
上
博
七
《
武
王
践
昨
》
校
讀
札
記
二
則
」
（
二

0
0
九

年
三
月
三
十
一
日
）

(
1
)
書
誌
情
報

原
釈
文
者
は
、
陳
侃
芥
氏
。
篇
題
は
な
く
、
題
名
は
冒
頭
句
「
鄭

子
家
喪
」
に
基
づ
い
て
つ
け
ら
れ
た
仮
称
で
あ
る
。
甲
本
・
乙
本

の
二
種
が
あ
り
、
竹
簡
数
は
各
七
簡
、
い
ず
れ
も
満
写
簡
。
甲
本
・

乙
本
の
内
容
に
大
き
な
相
違
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
各
簡
の
文
意
は

連
続
し
て
い
る
。
甲
本
の
最
終
簡
（
第
七
簡
）
に
は
、
墨
釘
と
一

字
分
の
留
白
と
が
あ
り
、
篇
末
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

【
甲
本
】
全
七
簡
、
全
て
完
簡
。
簡
長
は
三
十
三
．

S
三
十
三
．

二

cm
、
簡
幅
は

o・
六

cm
、
厚
さ

O
.

―
二

cm
。
編
綾
は
両
道
。

右
契
口
。
簡
端
は
平
斉
。
各
簡
に
は
三
十
一

S
三
十
六
字
が
記
さ

れ
て
お
り
、
総
字
数
は
二
百
三
十
五
字
。
そ
の
う
ち
合
文
は
三
。

9
.
 
5
c
m
 

簡
長 1

5
.
 
4~15. 

7
c
m
 

3
3
.
 1~33. 

2
c
m
 

8
.
 
o~s. 

2
c
m
 

『
鄭
子
家
喪
』
（
て
い
し
か
そ
う
）
甲
本
・
乙
本

(158) 



【
乙
本
】
全
七
簡
。
陳
偏
芥
氏
は
第
五
簡
の
み
完
簡
、
残
り
を
残

簡
と
す
る
。
た
だ
し
、
図
版
を
参
照
す
る
と
、
第
五
簡
上
端
に
欠

損
が
確
認
で
き
、
第
五
簡
上
端
に
も
う
一
字
分
あ
っ
た
可
能
性
が

あ
る
。
簡
長
は
、
最
長
（
完
簡
）
で
四
十
七
．
五

Cm

（
第
五
簡
）
、

最
短
（
残
欠
簡
）
で
三
十
四

cm
（
第
四
簡
）
。
簡
幅
は

o・
六
Cm
、

厚
さ

O
'
―
ニ
Cm
。
編
綾
は
両
道
。
右
契
口
。
簡
端
は
平
斉
。
各

簡
に
は
二
十
八

S
三
十
四
字
が
記
さ
れ
て
お
り
、
総
字
数
は
二
百

十
四
字
。
そ
の
う
ち
合
文
は
三
。
甲
本
に
比
べ
て
字
間
が
広
い
。

字
体
は
甲
本
と
異
な
り
、
明
ら
か
に
別
の
書
写
者
に
よ
る
。
欠
損

部
分
が
散
見
さ
れ
る
が
、
甲
本
と
の
対
照
に
よ
り
、
欠
損
部
分
の

文
字
と
お
お
よ
そ
の
内
容
と
の
復
原
が
可
能
で
あ
る
。

1
2
.
 
9~13. 

6
c
m
 

最
長
簡

2
0
.
 
4~23. 

0
c
m
 

4
7
.
 5
c
m
 

8
.
 1~11. 

9
c
m
 

な
お
、
陳
傾
芥
氏
に
よ
る
「
釈
文
考
釈
」
に
は
、
最
後
に
甲
本
・

乙
本
の
対
照
表
が
付
さ
れ
て
い
る
。

(
2
)
概
要

「
鄭
子
家
喪
」
と
は
、
鄭
の
子
家
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
示
す
。

本
篇
は
、
鄭
の
子
家
の
死
よ
り
始
ま
り
、
楚
の
荘
王
に
よ
る
鄭

の
包
囲
と
、
そ
の
鄭
を
救
援
し
に
来
た
晋
と
の
戦
い
（
邸
の
戦
い
）

と
が
記
さ
れ
た
文
献
で
あ
る
。

「
子
家
」
は
、
春
秋
時
代
の
鄭
国
の
卿
で
あ
っ
た
人
物
（
名
は

帰
生
。
？

S
前
五
九
九
年
）
で
あ
り
、
『
左
伝
』
宣
公
四
年
（
前
六

0
五
）
や
『
史
記
』
鄭
世
家
な
ど
の
伝
世
文
献
に
登
場
す
る
。

そ
の
内
、
本
篇
中
で
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
子
家
の
霊
公
試
殺
に

関
し
て
は
、
『
左
伝
』
宣
公
四
年
に
次
の
よ
う
な
記
事
が
見
え
る
。

楚
人
が
、
大
き
な
す
っ
ぽ
ん
を
鄭
の
霊
公
に
献
上
し
た
。
そ
の

際
、
子
公
の
人
差
し
指
が
動
き
、
子
公
は
過
去
に
こ
の
よ
う
な
こ

と
が
あ
っ
た
後
に
は
、
必
ず
ご
馳
走
に
あ
り
つ
い
た
も
の
だ
と
子

家
に
告
げ
た
。
そ
の
後
、
実
際
に
す
っ
ぽ
ん
が
調
理
さ
れ
て
い
る

の
を
見
て
、
子
公
と
子
家
は
顔
を
見
合
わ
せ
て
笑
っ
た
。
そ
の
様

子
を
見
、
二
人
の
笑
っ
た
理
由
を
知
っ
た
霊
公
は
、
す
っ
ぽ
ん
を

子
公
に
の
み
振
る
舞
わ
な
か
っ
た
。
子
公
は
怒
り
、
霊
公
の
殺
害

を
子
家
に
持
ち
か
け
た
。
談
言
を
恐
れ
た
子
家
は
そ
の
策
謀
に
従

い
、
子
公
と
謀
っ
て
霊
公
を
試
殺
し
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
霊
公
を
殺
害
し
た
と
さ
れ
る
子
家
で
あ
る
が
、

本
篇
は
ま
ず
、
そ
の
子
家
の
死
を
聞
い
た
楚
の
荘
王
が
、
子
家
の

君
主
試
殺
に
つ
い
て
大
夫
と
語
る
場
面
か
ら
始
ま
る
。

子
家
の
死
亡
報
告
を
受
け
た
荘
王
は
、
事
件
当
時
、
楚
国
は
疲

弊
し
て
お
り
、
何
も
で
き
ず
に
今
に
至
っ
て
し
ま
っ
た
と
大
夫
に

語
る
。
し
か
し
、
荘
王
は
、
君
主
試
殺
の
大
罪
を
犯
し
た
子
家
が
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に
埋
葬
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
を
こ
の
ま
ま
見
過
ご
す
こ

と
で
、
上
帝
や
鬼
神
の
怒
り
を
招
い
て
は
、
諸
侯
の
長
と
し
て
の

立
場
が
な
い
と
考
え
た
。
そ
こ
で
、
楚
は
軍
隊
を
発
動
し
、
鄭
を

三
ヶ
月
も
の
間
包
囲
し
た
。

鄭
人
が
荘
王
に
攻
撃
の
理
由
を
尋
ね
る
と
、
荘
王
は
、
子
家
が

天
下
の
礼
を
乱
し
、
鬼
神
の
災
い
を
恐
れ
ず
に
そ
の
君
主
を
試
殺

し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
死
後
も
高
い
地
位
に
あ
り
、
丁
重
に
扱
わ

れ
て
い
る
こ
と
の
不
条
理
を
正
す
た
め
と
答
え
た
。
荘
王
よ
り
返

答
を
受
け
た
後
、
鄭
人
は
公
子
の
子
良
を
人
質
と
し
て
楚
に
差
し

出
し
、
子
家
を
粗
雑
に
埋
葬
す
る
こ
と
で
、
荘
王
の
許
し
を
得
た
。

ま
た
、
楚
が
軍
隊
を
引
き
上
げ
よ
う
と
し
た
時
、
晋
が
鄭
を
救

お
う
と
進
軍
し
て
き
た
。
荘
王
は
帰
還
の
途
に
つ
こ
う
と
し
て
い

た
が
、
大
夫
た
ち
の
「
楚
が
軍
を
出
動
さ
せ
た
の
は
子
家
の
こ
と

が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
晋
は
今
ま
さ
に
そ
の
子
家
を
救
お
う
と

し
て
い
る
。
王
は
こ
の
ま
ま
進
軍
し
晋
を
撃
つ
べ
き
だ
」
と
い
う

進
言
に
よ
り
、
楚
は
晋
と
両
棠
に
戦
い
、
晋
軍
に
大
勝
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
本
篇
は
子
家
の
死
を
契
機
と
す
る
、
楚
と
鄭
．

晋
と
の
攻
防
を
描
い
た
、
楚
の
在
地
性
文
献
で
あ
る
と
言
え
る
。

(
3
)
補
足
•
そ
の
他

•
本
篇
に
は
、
『
左
伝
』
や
『
史
記
』
な
ど
の
伝
世
文
献
と
対
応
す

る
記
事
が
見
ら
れ
る
。
鄭
の
子
家
が
君
主
（
霊
公
）
を
試
殺
し

た
点
や
、
死
後
に
子
家
の
棺
が
粗
雑
に
扱
わ
れ
た
点
が
、
そ
れ

に
該
当
す
る
。
し
か
し
一
方
で
、
子
家
の
死
を
め
ぐ
る
楚
の
鄭

へ
の
攻
撃
を
、
逆
賊
制
裁
と
い
う
形
で
正
当
化
す
る
内
容
は
、

伝
世
文
献
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
鄭
を
囲
み

晋
と
両
棠
に
戦
っ
た
こ
と
に
関
し
て
、
楚
の
視
点
が
描
か
れ
て

い
る
点
に
本
篇
の
特
色
が
あ
る
。

•
上
博
楚
簡
中
に
は
こ
れ
ま
で
に
、
荘
王
·
霊
王
•
平
王
•
昭
王
・

簡
王
な
ど
の
楚
王
説
話
が
含
ま
れ
て
お
り
、
本
篇
も
そ
う
し
た

楚
王
説
話
の
―
つ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
上
博
楚
簡

に
お
い
て
本
篇
同
様
、
荘
王
が
登
場
す
る
文
献
と
し
て
は
、
他

に
『
荘
王
既
成
』
が
あ
る
。

•
本
篇
中
に
は
「
如
上
帝
鬼
神
以
為
怒
、
吾
将
何
以
答
。
（
如
し
上

帝
鬼
神
以
て
怒
を
為
さ
ば
、
吾
将
に
何
以
て
答
え
ん
と
せ
ん
や
）
」

と
あ
り
、
「
上
帝
」
「
鬼
神
」
を
意
識
さ
せ
る
荘
王
の
態
度
が
窺

え
る
。
他
の
楚
王
説
話
に
お
い
て
も
、
「
上
帝
」
「
鬼
神
」
が
登

場
す
る
例
が
多
く
見
ら
れ
、
今
後
本
文
献
と
の
比
較
・
検
討
が

待
た
れ
る
。

(
4
)
参
考
文
献

●
簡
吊
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•
陳
偉
「
《
鄭
子
家
喪
》
初
読
」
（
二0
0
八
年
十
二
月
三
十
一
日
）

．
凡
國
棟
「
釈
《
鄭
子
家
喪
》
的
”
滅
覆
”
」

(
O
O
八
年
十
一
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月
三
十
一
日
）

·
凡
國
棟
「
《
上
博
七
•
鄭
子
家
喪
》
校
読
札
記
両
則
」
（
二

o
o

八
年
十
二
月
三
十
一
日
）

•
何
有
祖
「
上
博
七
《
鄭
子
家
喪
》
札
記
」
（
二
0
0
八
年
十
二
月

三
十
一
日
）

•
羅
小
華
「
《
鄭
子
家
喪
》
、
《
君
人
者
何
必
安
哉
》
選
釈
三
則
」
（
ニ

O
O
八
年
十
二
月
三
十
一
日
）

•
熊
立
章
「
読
釈
”
春
”
及
《
上
博
七
》
中
的
幾
個
字
」
（
二0
0

九
年
一
月
八
日
）

•
陳
偉
「
《
鄭
子
家
喪
》
通
釈
」
（
二
0
0
九
年
一
月
十
日
）

•
李
天
虹
「
《
鄭
子
家
喪
》
補
釈
」
（
二
0
0
九
年
一
月
十
二
日
）

•
劉
雲
「
上
博
七
詞
義
五
札
」
（
二
O
O
九
年
三
月
十
七
日
）

.
復
旦
大
学
出
土
文
献
与
古
文
字
研
究
中
心

(
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
g
u
w
e
n
z
i
.
c
o
m
/
D
e
f
a
u
l
t
.
a
s
p
/
)
 

•
復
旦
大
学
出
土
文
献
与
古
文
字
研
究
中
心
研
究
生
読
書
会
「
《
上

博
七
•
鄭
子
家
喪
》
校
読
」
（
二
0
0
八
年
十
二
月
三
十
一
日
）

•
程
燕
「
上
博
七
読
后
記
」
（
二
0
0
八
年
十
二
月
三
十
一
日
）

•
都
士
宏
「
読
《
鄭
子
家
喪
》
小
記
」
（
二
0
0
九
年
一
月
三
日
）

•
張
新
俊
「
《
鄭
子
家
喪
》
”
恩
”
字
試
解
」
（
二O
O
九
年
一
月

三
日
）

•
一
晶
「
由
《
鄭
子
家
喪
》
看
《
左
博
》
的
一
処
注
文
」
（
二

0
0

九
一
月
三
日
）

・
慈
亮
「
《
上
博
七
・
鄭
子
家
喪
》
補
説
」
（
二

0
0
九
年
一
月
五

日）
．
侯
乃
峰
「
《
上
博
（
七
）
・
鄭
子
家
喪
》
”
天
後
（
厚
）
楚
邦
”

小
考
」
（
二

0
0
九
年
一
月
六
日
）

•
孟
蓬
生
「
”
辺
”
讀
為
”
應
”
補
證
」
（
二00
九
年
一
月
六
日
）

•
楊
澤
生
「
《
上
博
七
》
補
説
」
（
二0
0
九
年
一
月
十
四
日
）

•
高
佑
仁
「
釈
《
鄭
子
家
喪
》
的
「
滅
厳
」
」
（
二
0
0
九
年
一
月

十
四
日
）

・
侯
乃
峰
「
上
博
（
七
）
字
詞
雑
記
六
則
」
（
二

0
0
九
年
一
月
十

六
日
）

•
劉
信
芳
「
《
上
博
蔵
（
七
）
》
試
説
（
之
三
）
」
（
二O
O
九
年
一

月
十
八
日
）

•
郭
永
乗
「
《
競
公
甜
》
篇
”
病
”
字
小
考
」
（
二O
O
九

二
十
三
日
）

（
金
城
未
来
） 一

月
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